

「２０２４　オンラインＪＡアカデミー」開催要領
―各界オーソリティーの講演を「いつでも」「どこでも」「何人でも」―

令和６年４月
全国農業協同組合中央会

１．趣旨：
[bookmark: _Hlk125361054]〇　社会・経済・技術・政治外交など、大きな環境変化の下、農政においては「食料・農業・農村基本法」改正され、ＪＡグループにおいては第30回全国大会が開催される。ＪＡリーダーは、激動の時代を見通す力を磨き、リーダーシップを発揮し、イノベーションをすすめていくことが求められている。
〇　こうした中で、政治・経済・社会の将来を展望する各界オーソリティーによる講演、JA内外の優れた経営者の報告を柱として、「２０２４　オンラインＪＡアカデミー」を開催し、ＪＡ・中央会・連合会の役員・職員が、それぞれの立場からＪＡの将来ビジョンを考える機会とする。
〇　セミナー運営にあたっては、全国のＪＡ役員・職員が受講できるよう、オンライン参加とリアル参加が可能なハイブリット型開催とする。また、セミナー終了後、オンデマンド配信することにより、各ＪＡが年間を通じた研修計画の下で、本セミナーを効果的・柔軟に活用できるようにする。
〇　また、２０２３年開催セミナーについても、オンデマンド配信し、録画視聴できるようにすることによりＪＡにおける多様な学習機会を確保する。

２．主催等： 
　主　　　催：全国農業協同組合中央会
運営事務局：㈱農協観光首都圏支店

３．開催方法（受講方法）：
会場でのリアル参加（ＪＡビル等会議室、定員50名程度、申込先着順）とWEB（Zoom）
ライブ配信によるオンライン参加。受講ＪＡに後日オンデマンド配信（１週間以内に録画配信）を行う。

４．参加対象者：
ＪＡ・中央会・連合会役員（理事・監事）、職員等

5． 視聴期間
2024年度（申し込み以降、2025年3月末日）において、2024年度セミナー（リアル配信・オンデマンド配信）、2023年度セミナー（オンデマンド配信）を視聴することができる。

６．受講料：
　　年　７万７千円（税込）／１ＪＡ・中央会・連合会（県本部・全国本部は各々申し込み）
後日農協観光より請求
７．日程・テーマ・講師
２０２４年度セミナーの内容
	日時／テーマ・講師
	主な内容

	第１回　５月２３日（木）14時半～16時

「業界団体と政治活動」
中央大学法学部　教授　中北浩爾
（政治学者）
	
次期参議院議員比例代表候補として、 全国農政連は東野　秀樹氏を推薦し、取り組みをスタートした。業界団体において、候補者を推薦し、農政運動に取り組む意義について、政治学者の中北先生に講演をお願いし、ＪＡ組合員・役職員の結束・結集のあり方を考える。


	第２回　７月１８日（木）14時半～16時

「新たなみどり戦略を考える」
農林水産省大臣官房
みどりの食料システム戦略
グループ長　　　　久保牧衣子
ＪＡ全青協　元会長　飯野芳彦
(埼玉県　落葉たい肥農法　野菜農家)

	
「みどりの食料戦略」を強化するため、新たに「環境直接支払い制度」の検討が進められている。一方、日本では地域の自然環境と共生を図りながら、持続性を高める農業経営者も多い。それぞれの哲学と方向性への対話から、これからの農業経営のあり方を考える。

	第３回　９月１９日（木）14時半～16時

「地域まるごとホテル」
株式会社　さとゆめ
代表取締役　CEO　嶋田俊平

	
山梨県小菅村では過疎化がすすむ一方、空き家が増加し、地域の住環境悪化も進んでいた。　株式会社さとゆめ　CEO　嶋田氏は、古民家を改修し、地域まるごとホテル構想を提案、住民参加による地域活性化への優れた成果をあげた。氏の経験から地域活性化の秘訣を探る。


	第４回１１月２１日（木）14時半～16時

「組合員が働く協同組合」
ワーカーズコープ連合会
理事長　古村伸宏

	
令和４年１０月に組合員が事業に従事することを基本原理とする労働者協同組合法が施行された。子育てや介護など地域に必要とされる仕事を担う「ワーカーズ」に多くの若者、女性、高齢者が共感し、その輪が広がってきている。同じ協同組合であるＪＡの今後のあり方を考える。


	第５回　令和７年１月または２月

「選手の個性を生かしたチームづくり」（仮）
スポーツ界の優れた指導者と調整中

	

（調整中）





２０２３年度セミナー（録画）の内容（オンデマンド配信のみ）
	
	日　時
	テーマ・講師（環境変化／理念経営）
	講演内容

	第１回

	
令和５年
４月13日（木）
14:30～16:00
	
「国際情勢の変化と新たな世界秩序」
―資材高騰の背景にあるもの―
元外務次官　斉木昭隆　氏
三菱商事取締役　等

	
世界情勢の変化が農家・農協経営に大きな影響を与える中で、その背景にあるものを理解し、これからのＪＡの経営環境を見通す


	第２回
	
６月８日（木）

14:30～16:00
	
「組合員自らが働く協同組合」
-ワーカーズと生協による地域づくり‐
神奈川県福祉クラブ生協
　理事長　　大場英美　氏
　副理事長　有賀恵子　氏

	
ＪＡ経営が厳しくなる中で、地域の人々の願いや困りごとを組合員がワーカーズを組織し、生協と
共に自ら解決する取り組みに学ぶ


	第３回

	
９月15日（金）

14:30～16:00
	
「新しい若者の生き方と地域づくり」
-農山漁村で躍動する新しい若者たち‐
ソトコト編集長　指出一正　氏
著書）
『ぼくらは地方で幸せをみつける
～ソトコト流ローカル再生論～』等

	
地方に根をはり、様々な人と人との関係性を気づきながら、多様な活動を展開し、元気な地域づくりに奔走する新しい若者たちに学ぶ

	第４回
	
10月12日⁽木⁾

14:30～16:00
	
「戦後保守政治の系譜」
―農業協同組合と保守―
東京大学名誉教授　御厨　貴　氏
出演・政府委員）
　「時事放談」司会者（2007―2018年）
　「天皇の公務負担軽減等に関する有識
者会議」座長代理等
	
戦後保守政治リーダーへの１年間にわたる面談取材記録から、保守政治とは何かを理解し、地域に根ざした農業協同組合と保守との関係性について考える


	第５回
	
11月２日(木)

14:30～16:00
	
地域と共に歩みつづける企業経営
―地域資源を生かし新たな価値創造―
福島県喜多方市
合資会社　大和川酒造店
会長　佐藤　彌右衛門　氏
関連企業）
会津電力㈱、㈲大和川ファーム

	
酒造りをベースとして、稲作農業、自然エネルギーなど地域循環型事業を通じて、新たな価値を創造し、地域に雇用を創出し続ける老舗企業に学ぶ

	第６回
	
３月15日（金）14;30～16;00⁾
	
農山村の地域づくりとＪＡの役割
―地域おこし協力隊の創設経験から―
（一財）地域活性化センター
常任顧問（前理事長）椎川　忍
	
「地域おこし協力隊」の創設の経験をふまえ、地域活性化に必要な人材育成の取り組み等について学ぶ。






８．受講申し込み方法
（１）次のＵＲＬもしくはＱＲコードの申込フォームにて、４月２６日（金）以降にお申し込みください。なお、第１回セミナー（５月２３日（木））をリアル視聴する場合は、
５月１７日（金）までにお申し込み下さい。
①申込フォームＵＲＬ↓
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeEb85Ij2R4qU7M4cuPX04nrgxDpXMvnz2DkPAEBLXz4fz8WQ/viewform
②ＱＲコード↓（※こちらからもお申込みいただけます）
[image: QR コード

自動的に生成された説明]




※ＵＲＬ・ＱＲコードで申込フォームに入れない場合は、下記「９．照会先（２）」農協観光
首都圏支店担当者まで電話もしくはメールにてご連絡ください。
（２）開催前々日までにご登録をいただいたＥメールアドレス宛にログイン情報、資料データ、
ＷＥＢ開催にかかる留意事項等を送付予定です。
※運営事務局：農協観光首都圏支店
（３）会場参加をご希望の方は、メールにより下記事務局までご連絡ください（先着５０名）。
※お申込先：
　株式会社農協観光　首都圏支店（担当：佐藤・五喜田）
　ＴＥＬ　：０３－６６６５－０００７　
　Ｅメール：ntour.shutokensales@ntour.co.jp

９．照会先
　　ご不明な点などございましたら、次によりお問合せください。
（1） 内容に関すること
ＪＡ全中　教育部　教育企画課（担当：高山・田村）
　　　　Ｅメール ：kyouiku.s@zenchu-ja.or.jp
        ＴＥＬ：０３－６６６５－６２６０
（2） 申し込み・視聴・運営に関すること
株式会社農協観光　首都圏支店（担当：佐藤・五喜田）
Ｅメール　：ntour.shutokensale@ntour.co.jp
ＴＥＬ：０３－６６６５－０００７
（3） 当日の緊急連絡先
株式会社農協観光　首都圏支店（担当：佐藤・五喜田）
　ＴＥＬ：０７０－１５８７－９１７４
以　上
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